
避難に時間がかかる人が
いるか確認しよう

まずは市公式ホームページ
からダウンロード！

自宅の災害リスクを
確認しよう 12

ハザードマップ 各家庭の避難計画

近
年
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
大
型
台
風

こ
れ
ま
で
は
大
丈
夫
で
も
…

　
こ
こ
数
年
、気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
予
想
を
超
え
る
豪
雨
や
大

型
台
風
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。本
市
も
例

外
で
は
な
く
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
６

月
２
日
の
豪
雨
で
は
、１
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
16
戸

の
建
物
損
壊
、68
戸
の
床
上
浸
水
、67
戸
の

床
下
浸
水
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。市
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、お

よ
そ
97
％
の
人
が
避
難
情
報
の
発
令
を
認

自然災害はいつ起こるか分かりません。だからこ自然災害はいつ起こるか分かりません。だからこ
そ、日頃から防災意識を持って「備える」ことが重要そ、日頃から防災意識を持って「備える」ことが重要
です。今回は、いざという時に行動するための準備です。今回は、いざという時に行動するための準備
と、情報収集の方法について紹介します。と、情報収集の方法について紹介します。

家族の中で、高齢者や、体が不自
由な人など、避難に時間がかかる
人がいるかを確認します。深井さ
ん家族の場合は、抱っこが必要な
お子さんが 1人でした。避難に支
援が必要な場合は、親戚や近所の
人など、支援してくれる人を記入
し、あらかじめお願いしておきま
しょう。 「わたしの避難計画」と「作

成ガイド」をダウンロー
ドしましょう。

ハザードマップで自宅の場所を
探して、河川氾濫による家屋倒
壊・浸水のリスクと、土砂災害の
リスクを確認します。深井さんの
自宅は、浸水リスクが低いことが
分かりました。

2月にハザードマップを見やすく
リニューアルしました。
アイコンをクリック
すると災害リスクが
確認できます。

　
も
し
、災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
を
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
、安
心
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。我
が
家
の
場
合
は
、河
川
の
氾

濫
が
起
き
た
時
、す
ぐ
に
外
に
出
て
緊
急

避
難
場
所
に
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、ま
ず

は
自
宅
の
2
階
に
避
難
す
る
の
が
安
全

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。今
回
、初
め
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、自
宅
を
含
め
、

近
隣
の
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
分
か
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
は
災
害
の
リ
ス
ク
が
そ
れ
ほ

ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、祖
父
母

が
住
む
地
域
は
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
い
区
域
の
た
め
、「
高
齢
者
等
避
難
」が

発
令
さ
れ
た
ら
、す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に

避
難
す
る
よ
う
に
伝
え
た
い
で
す
。

「わたしの避難計画」を作成した
深井さん家族（中央区）
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できていますか？できていますか？
災害への「備え」災害への「備え」

「わたしの避難計画」作成手順

自
宅
や
近
隣
の
災
害
リ
ス
ク
が

把
握
で
き
ま
し
た

特集



避難のタイミング、避難先、
情報収集手段を確認しよう

巨大地震が発生した時の
災害リスクを確認しよう

避難のタイミング、避難先
を確認しよう 345

識
し
て
い
た
一
方
で
、実
際
に
避
難
の
た

め
に
行
動
し
た
人
は
13
％
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
区
域

に
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
、多
く
の
人
が

「
過
去
の
大
雨
で
も
浸
水
や
土
砂
崩
れ
が

起
き
た
こ
と
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
判

断
し
た
の
で
す
。確
か
に
、こ
れ
ま
で
は
大

丈
夫
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

過
去
の
経
験
だ
け
で
は
未
来
の
安
全
を
保

証
で
き
な
い
の
で
す
。

命
を
守
る
た
め
の
備
え

「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」を
作
ろ
う

　
今
ま
さ
に
災
害
が
起
き
た
と
き
、あ
な
た

は
行
動
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。備
え
は
万
全

で
し
ょ
う
か
。あ
な
た
と
、あ
な
た
の
大
切

な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、各
家
庭
で「
一

人
一
人
が
い
つ
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
」を

事
前
に
整
理
す
る「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」

を
作
成
し
、い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
避
難

で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、中
央
区
に
お
住
ま

い
の
深
井
さ
ん
家
族
が
、実
際
に「
わ
た
し

の
避
難
計
画
」を
作
成
す
る
様
子
を
取
材

し
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」の
ひ
な
形
と
、

作
成
ガ
イ
ド
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。皆
さ
ん
も

下
記
手
順
に
沿
っ
て
、い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
、ぜ
ひ
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

完成した「わたしの避難計画」は、
自宅の冷蔵庫など目に付きやすい
場所に貼りましょう。

自宅の災害リスクによって、避難
のタイミングや避難先は異なり
ます。作成ガイド内の質問に沿っ
て確認し、深井さん家族は「高齢
者等避難」が発令されたら、「自宅
の 2階」に避難することが分かり
ました。また、市公式LINE、浜松市
防災ホッとメールなどさまざま
な手段で防災情報の収集ができ
ることを確認しました。

南海トラフ地震が発生した場合、
市内では最大で震度7の強い揺れ
に見舞われ、沿岸部には津波が来
るといわれています。その場合、
自宅に津波が「来るのか」「来ない
のか」、来ない場合は「市内のどこ
まで来るのか」をハザードマップ
で確認します。

手順❹で確認したところ、深井さ
んの自宅は、津波が来る恐れがな
い地域でした。巨大地震が発生し
た場合、「自宅が傾いたり、壁や天
井に大きな亀裂が入ったりして
自宅が危険な時」には「近隣の小
学校」に避難する必要があると分
かりました。

※防災情報の入手方法は、4・5
ページでまとめて紹介しています

　「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」は
身
の
回
り

の
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
、「
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
」で「
ど
こ
に
」避
難
す
る
か
を
整
理

す
る
も
の
で
、簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ

け
で
手
軽
に
作
成
で
き
ま
す
。ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
、地
区
ご
と
の
情
報
を

反
映
し
て
い
る
た
め
、誰
で
も
自
分
に

合
っ
た
計
画
を
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
が
い
る
場

合
は
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。「
高
齢
者

等
避
難
」の
対
象
に
は
、高
齢
者
や
体
が

不
自
由
な
人
だ
け
で
な
く
、妊
婦
や
小
さ

な
子
供
の
い
る
家
庭
も
含
ま
れ
ま
す
。子

供
を
抱
え
て
の
避
難
や
必
要
な
持
ち
物

の
準
備
な
ど
、負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、

周
囲
と
協
力
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、自
宅
が
安
全
な
場
合
は
、と
ど

ま
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。こ
れ

を
機
に
、ど
う
行
動
す
れ
ば
安
全
に
避
難

で
き
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

▲令和 6年能登半島地震で倒壊した家屋

防災学習センター（はま防
ぼ

〜家
や

）
副センター長 原田 博子さん
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「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」は

災
害
時
に
自
分
や
家
族
の
安
全
を

守
る
た
め
の
大
切
な
準
備



● 浜松市防災ホッとメール
設定した地区の緊急情報や地震情報などの防災
情報が電子メールで受信できるサービスです。
あらかじめ配信を希望する地域や情報の種類を
選ぶことができます。

設定した地区の緊急情報や同報無線で放送する
防災情報、生活支援情報などが LINE で受信でき
るサービスです。

◆登録手順
❶ 右の QR コードを読み取り、友だち登録をする
❷ メニューから「防災情報」を選ぶ
❸ 画面の指示に従って、自分の区や地区を設定する

地域の防災情報をはじめ、避難指示などの発令状
況、開設されている避難所やライフラインの状況
などを確認することができます。
インターネットが使えない世帯でも、テレビのリ
モコン操作で住んでいる地域の防災情報が入手で
きます。

パソコンやスマートフォンで河川ライブカメラ
映像などを見ることができます。

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイムで表示する
システムです。情報は10分ごとに更新され、危険度を5段階
に色分けして表示します。

出典：気象庁

白竜橋（中央区瓜内町）

◆確認できる情報
・市内の河川水位情報
・市内の雨量情報
・河川ライブカメラ映像

◆確認できる情報
・土砂災害の危険度分布
・浸水害の危険度分布
・洪水の危険度分布

● テレビのデータ放送（　ボタン）ｄ

防災情報
ライフラインの状況

静岡県のデータ放送

戻る

決定

気象情報など

今日の天気

◆登録手順
❶ 右の QR コードを読み取り、空メールを送る
　 QR コードが読めない場合は、
　 t-hamamatsu@sg-p.jp へ空メールを送る
❷ 登録用の URL がメールで届くので、利用規約
　 を確認の上「同意する」を選択する
❸ 「登録情報入力」画面で、配信を希望する情報　 
　 の種類と地域を選択する
※配信希望地域などは、随時変更できます

ホッとメール

市公式 LINE

しゃんべぇ情報局

土木防災情報システム

防災ホッとメール

市 HP 気象庁 HP

キキクル

[ 浜松市南部 ]
発表
・強風注意報
・大雨警報

配信カテゴリ選択
□緊急情報
　□中央区
　□浜名区
　□天竜区✓

● 河川ライブカメラ
（浜松市土木防災情報システム）

● 市公式 LINE（しゃんべぇ情報局）

● キキクル（危険度分布）

２・３ページでは「わたしの避難計画」
を作成し、いつどこに避難するのか整
理する方法を紹介しました。
では、実際に災害の恐れがある場合、
私たちはどのようにして情報を入手
すればよいのでしょうか。４・５ペー
ジでは、市や国、県が発信する災害情
報の入手方法をまとめました。

LINE 公式アカウント

ボタン

※「QRコード」は、㈱デンソーウェーブの登録商標です
45

防災情報の防災情報の
入手方法入手方法



屋外に設置されたスピーカーから、緊急時に放送が流れます。
（緊急時のほか、定期点検や訓練の時も放送が流れます）

◆放送内容について
同報無線の屋外スピーカーから流れた音声は、市
ホームページで確認することができます。

◆戸別受信機の貸与について
屋外スピーカーが聞こえづらい地域で、携帯電話を
所有していない高齢者などには、戸別受信機の無償
貸与を行っています。

◆設置している場所
・津波浸水区域、河川氾濫や土砂災害の危険がある区域
・避難所となっている小・中学校など

食料・飲料水などの備蓄

非常持出品の準備

【今月の表紙】防災学習センター（はま防〜家）（中央
区山下町）では、展示の見学や体験を通して災害や
防災について学習できます。（5・6月に開催する講
座やイベントを 21・23ページで紹介しています）

避
難
所
で
水
を
確
保
で
き
ま
す

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
、避
難
所
の
受
水
槽

（
水
道
水
を
貯
め
て
お
く
設
備
）や
簡
易
水
槽（
仮

設
型
の
水
を
貯
め
て
お
く
設
備
）か
ら
水
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
を
も
ら
う
時
の
注
意
点

清
潔
な
容
器（
ポ
リ
タ
ン
ク
）な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、浄
水
場
は
医
療
機
関
や
避
難

所
な
ど
に
給
水
す
る
拠
点
と
な
る
た
め
、市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
給
水
は
避
難
所
や
応
急
給
水
所
で

行
い
ま
す
。

臨
時
の
給
水
拠
点
を
設
置
す
る
場
合
も

臨
時
の
給
水
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
場
合
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
水
道
窓
口
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
ア

プ
リ「
す
い
す
い
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国から市が受ける緊急情報を市民の皆さんへ迅速に
伝えるため、市内の同報無線（屋外スピーカー・戸別受
信機）を用いた全国一斉の情報伝達試験を行います。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達試験

日時：5月28日㈬ 11:00
予備日：6月25日㈬

Ｊアラート

同報無線　放送内容

戸別受信機

放送内容

戸別受信機

市 HP

HP

浜松市防災学習センター

▲屋外に開設された臨時給水
拠点

給水拠点

臨時の給水拠点
を確認できる市
のホームページ

◦この特集に関するお問い合わせは、危機管理課（☎ 457-2537）へ

□　飲料水 7日分（1人 3ℓ／日）
□　非常食 7日分（アルファ化米、乾パン、
　　缶詰、インスタント食品など）
□　携帯トイレ 7日分（1人 5回／日）
□　ウエットティッシュ、ティッシュペーパー
□　ライター、マッチ
□　卓上コンロ、ガスボンベ　など

災害に備えて、非常持出品、
備蓄品を準備しましょう。

□　飲料水（1人当たり 500ml× 3本）
□　非常食（アルファ化米、乾パン、缶詰、
　　インスタント食品など）
□　携帯トイレ
□　携帯ラジオ、懐中電灯、予備電池
□　ヘルメット、防災ずきん
□　軍手、くつ、スリッパ
□　筆記用具、メモ帳
□　現金（千円札と公衆電話用の 10円玉）
□　通帳類、証書類（預貯金通帳、免許証、
　　健康保険証など）
□　印鑑
□　救急セット（常備薬、お薬手帳、ばんそう
　　こう、マスク）
□　衣類（上着、下着、靴下、雨がっぱ）　など

● 防災行政無線（同報無線）

◦断水時の水の確保に関するお問い合わせは、上下水道総務課（☎ 474-7011）へ
ア
プ
リ「
す
い
す
い
」の
機
能
に
つ
い
て

 

水
道
ア
プ
リ

検
索

市
Ｈ
P
で
避
難
所
の
一
覧
を
確
認
で
き
ま
す

 

避
難
所

検
索

45

家庭での備えを
チェック！

断
水
時
に
水
を
確
保
す
る
に
は
？

断
水
時
に
水
を
確
保
す
る
に
は
？


